原著 by 吉田,行夫 & YOSHIDA,YUKIO
〔千葉医学::52，77，._79，1976) 
いわゆる深権側手根屈筋について 
t
口 田 行
夫
(昭和 51年 3月 l日受付)
はじめに 所 見
千葉大および金沢医大で 1973-75年度の解.剖学実習 No. 1右(横骨長 217 mm) 
に供された 128体 256上肢の前腕筋を観察した際に， 2 本例の深機側手根屈筋は主頭と副頭からなる。主頭は
体の両側合計 4肢にL、わゆる深，随側手根!吊筋が観察され 横骨手根関節から 22-88 mm近位の檎骨外側面で，長
たので報告する。 母指朋筋起始と方形囲内筋停止の外側から起こる。一方 
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B) and 1eft (C). ，right (A，Anterior view of the forearms (No. 1)1.Fig. 
Abbreviαtions. 
Ai，A. interossea anterior; Cr，M. flexor carpi radia1is; Fc，M. flexor carpi radialis 
profundus; Fp，M.日exorpollicis 10ngus; Ni，N. interosseus anterior; Pq，M. pronator 
quadratus; Pt，M. pronator teres; Ra，Radius; Rf，Retinacu1um flexorum; UI，U1na. 
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副頭は椀骨手取関節から 61mm近位の尺骨前面と，同
じく 51mm近位の機骨前面(骨間縁寄り)の二カ所か
ら起こる。これら副頭のうち前者は方形回内筋の下を，隣
骨遠位端に向かつて進み， 椀骨手根関節より 50mm近
位で方形囲内筋を貫いて表面に出る。また後者はすぐに
方形囲内筋を貫いて表面に出る。両副頭は癒合して主頭
の尺側部に加わる。
主頭と副頭が合わさった深腕側手根J:.tt筋は，検側手恨
屈筋l躍の深部母指側に位置するが，やがて後者の下を交
差して小指側に位置するようになり，機骨手根関節から 
5mm遠位で完全に艇になる(/躍1!属5.0mm)。そして検
側手根屈筋臆が舟状骨結節，大菱形骨結節内面，小菱形
骨，第 2中手骨底端に広がって終わると，深i憐側手根屈
筋臆は前者の上におおいかぶさるようにして第 2-第 4
中手骨底に広がって終わる。
なおこの筋には正中神経の前骨間神経と，尺骨動脈の
前骨間動脈の枝が分布していた。 
No. 1左 (i憐骨長 218mm) 
左側の破格筋は横骨手根関節から 28-83mm近位の
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椀骨外側面で，長母指屈筋起始と方形回内筋停止の外側
から起こる。右側のものと異なり，機骨と尺骨の前面か
ら起こる副頭はない。この筋は機骨手根関節上で完全に 
l躍になり(臨l1jJ(ti5.0mm)，第 3中手骨底に付着する。な
お機側手根屈筋腿は第 2中手骨底に付着する。
神経と血管の分布は右側のものと同じであった。また
方形田内筋は左右とも浅深の 2]脅からなっていたの 
No.2右(焼骨長 190mm) 
深横側子根屈筋は檎骨子根関節から 69-95mm近位
の長母指屈筋起始外側縁上から起こり，ニ頭筋の形態を
なす。内側頭は検骨手根関節より 90-95mmの範囲か
ら起こり， すぐに紡錘状の筋となる(筋長 35mm，最
大筋幅 4.5mm)。停止臆は椀側と尺側の 2本に分かれ，
尺側鍵(臆幅1.0mm)は中央よりやや小指側の屈筋支
帯内面に付着し， 憐側躍は外側頭の臆に癒合する。I
外側頭は椀骨手根関節より 69-90mmの範囲からl健
性に起こり， 紡錘状の筋となる(筋長 35mm，最大筋 
1I自8.0mm)。両頭とも長母指屈筋の上に位置しており，
外側頭の停止健(臨~III冒1. 5 mm)は横側手根回筋騰と長 
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Fig. 2. Anterior view of the forearms (No. 2)，right (A，B) and left (C). 
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掌筋聴の間を進み， fli路支帯中央内面に広がって終わ
る。
この筋には正中神経の前骨間神経と尺骨動脈の前骨間
動脈から分かれた細い枝数本が，長母指屈筋を貫いて分
布していた。 
No.2左(憐骨長 192mm)
左側の破格筋は， ~尭骨手根関節から 71-93 mm近位
の長母指屈筋起始外側縁上から起こり，右側のものと同
様に二頭筋の形態をなす。内側頭は横骨手根関節より 
77-93 mm間から起こり紡錘形に似た筋となる(筋長 
。外側頭は横骨手根関節よ5.5mm)輔1，最大筋50mm
り71-88mmの範囲から臆性に起こり，紡錘状の筋と
なる(筋長 41mm，最大筋幅 6.0mm)。両頭の停止臆
は癒合し(臆1I高1.5mm)，照筋支帯中央内面に広がって
終わる。
神経と血管の分布は，右側のものと全く同じであっ 
fこ。
考 案
深横側手根回筋に関する報告はきわめて少なく，分担
執筆解剖学l〉，日本人体解剖学2)，岡嶋解剖学3)には，
この破格筋がまれに存在すると記載されている。一方 
Rauber-Kopsch，Gray，Braus-Elze等外国の教科書
には，この破格筋についての記載はない。本破格筋は深
検側手根屈筋のほかに，深短榛腕屈筋ペ短横側手根屈
筋りという名称を用いることもある。
今回の著者の観察では， 128体 256上肢のうち 2体の
両側合計 4肢に深榛側手根屈筋が認められ，発現頻度は
個体数の1.6%，肢数の1.6%である。井上4)は50体 100
上肢のうち 2体 2肢にこの破格筋を観察している。さら
に井上竹の報告によると，外国では LeDoubleが白人
に5%，Lothが黒人に 3.4%観察しているので，本破格
筋の発現頻度は日本人の方が少ない。
今回観察された No.1の深横側手根屈筋は，井上竹の
第 2例と比較的よく似ている。たた、し井上の第 2例は破
格筋が小さく，その停止臆は大菱形骨に付着し，血管は
榛骨動脈の枝を受けている。 
No. 1は両側とも長母指屈筋の梼骨遠位外側部から
の起始が深機側手根屈筋の起始におきかわり，長母指屈
筋は梯骨近位骨間縁寄りの狭い範聞から起こっている。
そのため正常例の長母指屈筋の榛骨遠位外側から起こる
部分が独立して深槙側手根屈筋を生じたように見え，神
経と血管の分布状態もこの考えを支持する。ただし井
上，石見町分担執筆解剖学によると，擁側手根屈筋に
は円囲内筋停止域より遠位の検骨前面から起こる筋束
(;路骨頭)が加わったり，停止!躍が手根骨と第 1-第 3中
手骨底に広がって終わる例を報告しており，その，憐骨頭
が独立すると深檎側手根屈筋になるという考えを完全に
否定することはできない。
一方 No.2は左右とも長母指屈筋の起始域が大きく，
槙骨外側から前腕骨間膜におよび，その外側縁から深榛
側手根屈筋が起こる。さらに血管と神経の分布状態を見
ても，この破格筋は長母指屈筋の浅層の一部が独立して
できたものである。
以上のことから深横側手根屈筋は，今までは櫨側手根
屈筋の一部が独立してできると考えられていたが，長母
指屈筋の一部が分離して生ずると考える方が妥当であ
る。 
SUMMARY 
The present report describes the so-called 
flexor carpi radialis profundus (variation). The 
writer could observe this type of variation on 4 
cases in 256 forearms. This variant muscle may 
be formed by division of the flexor pollicis 
longus. 
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